











































































































































































































































































































































































































































































































































































Antigens　testedX j x 1　XXVI
160
160
320
160
Notes　are　same　as　in　Table　2　and　3・．
160
160
320
’
160
160
320
320
Notes　are　same　as　in　Table．　2　and　3．
400 伊勢一一S．senftenbergにおける0抗原の入工変異 札幌医誌1953
いのであるから復元したのでもない。S．　anatum　O血清を
S．nileOSeで吸収した血清とは僅かに凝集するが，この弱
い凝集はS，anatum　O血清に含まれているIII，　X，　XXVr
抗体以外の抗体と凝集を示したものと考えられる。このこ
とはTable　6及びTable　7からも知られる。即ちS．
minnesota　O血清を87　Aa！株で吸収してもXXVI抗体は
吸牧さオしない（第7表）。S．　anatum　O血清をS．　minesota
で吸牧してXXVI抗体を吸牧し去ってから，更に87　Aa！
株で吸牧してもEi群の菌（S．　anatum，　S．　london，　S．　mu－
enster）との凝集反庵は残るからX抗休が吸敗されずに残
ると考えられる（第7表）。從って87Aa！株がTable　5に
おいてS．anatum　O血清をS．　nileoseで吸回して得た血
Table　8　　Absorptionげノ1？z拓一87∠4α‘‘0，，　Serum
　with　S．　London，　S．　Nezvington　and　S．　niloese
に吸牧されてしまう。この事実はTable　8．に示されている。
　　なお87Aa！0血清をS．　newington或はS．　nileose
で吸敗した後，87Aaノ株が160倍まで凝集を示すが，これ
は87Aa！株のもつminor　antigen31）に対する抗体によるも
のであると考えて差支えなかろう。從ってこの成績は87
Aat株の主要0抗原としてはIII抗原g）みが認められるこ
とを示し，87Aa／株で家兎を免疫しても0抗体としては
III抗体のみしか作り得ないことを示すものである。
　如何なる原因で87Aa株のO抗原が（m，　XV）より（III）
のみに変異したかは全く不明である。
6．実験の：反復：III，　XV抗原因子を有する菌を再度サ
ルモネラE3群より誘導すべぐ，S．　senftenbergに，1，　XIX
　　　　　　　抗体を作用させる実瞼を多数回目返し行
　　　　　　　つたが，何故か同じ成績を再現すること
Agglutinogen
??。?
??。?
??。?
・S．　london　1446
S．ana七um　293
S．　give　316
S．　newington　C2
S．　selandia　7482
S．　new－
bruswicnk　5411
S．　senftenbergLA
S．　senftenberg
HS－1
S．　niloese　1236
S7　Aa！
’‘n”　serum
S7　Aa”
Absorbed　with
S．　londonS．　newington
160
S．　niloese
160
　　　　が出來なかった。このことは（1，III，　XIX）
　　　　から（IIIS　XV）への変異には抗体の作用
　　　　以夕トに，何か不明の因子が関與すること
　一　　を暗示しているよらに思われる。
　　　　　S．senftenbergと同じE3群に属す
2560　　る鼠niloeseに1，　XIX抗体を作用させ
2560　　る実瞼を同一目的の下に多数回繰返した
　　　　が威凹しなかった。またこれとは別に8ムJ2SO
　　　　Aaノ株にXV抗原因子を添加する企ても
2560　　多数回反復繰返したが，これも成功する
2560　　　に至らなかった。
2590
2560
　　Notes　are　same　as　in　Table　2　and　3．
清と160倍まで凝集を示し，また第7表でS．anatum　O
を血清．．S．　pewingヒon及びS．　minnesotaで吸牧して得た
血清とも160L倍まで凝集を示したのは，診断上余り重要で
ないminor　antigenに基くものであると考えられる。
　また87Aa！株はS．　new－brunswick　O血清よりIII抗
体は吸攻し得るがXV抗体を吸牧する能力を失なってしま
っていることが列る（Table　6）。
　5．87　Aaノ戸別疫疫清による凝集：反膿及び吸牧試瞼：
87Aa！株により家兎を免疫して得た87　Aa／0血清はサル
モネラEl，　Es，　E3各戸の茜を強く凝集するが，　S、　anatum
S．nileose及びS、　newingtonの何れによつてもほぼ完全
小 括
　　　　　サルモネラE3群¢）S．　senften－2560
　　　　berg及びSnileoseを1，　XIX抗12SO
　　　　体含有牛流動寒天増地に継代培養
2560@　して，S．　senftenbergの：方から（III，
　　　　XV）を0抗原として布すると考え
られる菌株を一且分骨した。しかしこの菌株は闘
もな．く自発的に：（III）のみを0抗原として有する
変異株に変異してしまった。
　（III，　XV）を有する菌への変異を誘導すべく，E3
群の菌に対して多数回実験を繰返したが成功しな
かった。このことは（1，III，XIX）から（III，　XV）へ
の変異を起させるためには抗体の作用以外に別の
因子の関帯することを噌示するように：思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　（昭和28．10，9受付）
　　　　　　　　　　　　　　　　　（Be　continued）
31）　Kauffmann，　F．：　Z．　Hyg．　120，　177　（1938）．
